
砧

漢
武
帝
の
年
琥
制
定
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　

Ｉ
雷
海
宗
「
漢
武
帝
建
年
競
始
於
何
年
？
」
の
批
判
―

藤

　
　

田

　

私
は
本
誌
第
一
巻
第
五
靉
に
「
史
記
漢
書
ｏ
一
考
察
Ｉ
漢
代
年

琥
制
定
の
時
期
に
就
い
て
Ｉ
」
と
云
ふ
小
稿
を
掲
載
し
て
、
漢
代

年
耽
制
定
の
時
期
を
考
澄
し
、
元
鼎
三
年
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に

し
て
お
い
た
。
而
し
て
そ
の
時
に
は
史
記
漢
書
に
就
い
て
一
考
察

を
加
へ
る
こ
と
が
論
文
ｏ
主
目
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
年
琥
制
定

ｏ
事
情
に
開
し
て
多
く
注
ぶ
る
暇
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
私
と
殆

ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
雷
海
宗
氏
は
「
清
華
學
報
」
第
十
一
巻
第

三
期
に
「
漢
武
帝
建
年
凱
始
於
何
年
？
」
と
云
ふ
一
論
文
を
登
表

さ
れ
、
専
ら
漢
代
年
凱
制
定
ｏ
時
期
を
考
澄
し
て
居
ら
れ
る
。
私

は
異
邦
に
同
學
ｏ
士
を
得
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
共
に
、
頗
る

興
味
深
く
氏
の
論
誕
を
讃
む
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
雷
氏
は

私
と
は
些
か
所
見
を
異
に
し
て
、
苦
心
考
鐙
ｏ
結
果
、
元
鼎
元
年

至

　
　

善

を
以
つ
て
年
琥
制
定
の
時
期
で
あ
る
と
の
論
断
を
下
し
て
を
ら
れ

る
。
斯
る
問
題
に
對
し
て
結
論
は
常
に
一
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る

０
に
、
異
説
が
出
る
と
云
ふ
こ
と
は
學
問
研
究
に
於
て
喜
ぶ
べ
く

も
叉
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
元
鼎
三
年
説
が
正

し
い
か
、
元
鼎
元
年
説
が
正
し
い
か
に
就
い
て
、
と
ｘ
に
再
び
こ

の
小
稿
を
草
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
私
は
も
と
よ
り
自
説
の
正

し
い
こ
と
を
確
信
す
る
と
共
に
、
雷
氏
０
説
に
對
し
て
幾
多
の
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
本
稿
に
於
て
雷
氏
の
説
の
要
鮎

を
紹
介
し
、
私
の
こ
れ
に
對
す
る
疑
問
・
反
駁
を
提
出
し
て
、
一
は

異
國
の
雷
氏
の
御
指
教
を
請
ぴ
、
一
は
我
が
博
雅
な
る
先
學
の
御

批
判
を
仰
ぎ
度
い
と
思
ふ
。
叉
私
は
こ
の
機
會
を
利
用
し
て
自
説

に
再
検
討
を
加
へ
、
皆
に
漢
代
年
琥
制
定
の
時
期
を
確
定
す
る
の
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み
な
ら
歩
、
更
に
深
く
漢
代
年
凱
制
定
０
諸
事
情
を
も
考
察
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
廣
く
漢
代
歴
史
の
大
き
な
る
流
れ
０
一
面
に
鯛
れ
た

い
と
思
ふ
０
で
あ
る
。

　
　
　
　

年
胱
制
定
の
時
期
尽
決
定
す
る
に
は
。
史
記
封
輝
書
に
、

　
　
　

（
Ｒ
）

　

其
後
三
年
、
有
司
言
、
元
宜
以
天
瑞
命
、
不
｛
且
以
こ
一
数
、

　
　
　
　
　
　

一
元
日
建
、
二
元
以
長
屋
日
光
、
三
元
以
郊
一
角
獣
日
狩
云
。

　
　
　

と
あ
り
、
叉
漢
書
郊
祀
志
上
に
は
、

（
Ｂ
）

　

後
三
年
、
有
司
言
、
元
宜
以
天
瑞
、
不
宜
以
こ
一
敷
、
一
元

　
　
　

日
建
、
二
元
以
長
星
日
光
、
今
郊
得
一
角
獣
日
狩
云
。

と
め
る
の
が
唯
一
の
史
料
で
め
る
。
故
に
こ
の
上
奏
は
本
稿
中
に
は

屡
々
引
用
さ
れ
ろ
か
ら
Ｒ
・
Ｂ
の
符
跨
か
使
用
す
ろ
。

　

又
雷
氏
の
晩
を
紹
介
す
ゐ
場
合
に
。
直
課
的
に
叙
坦
す
ろ
の
で
は

な
く
し
て
、
務
め
て
そ
の
要
鮎
を
捕
へ
、
或
は
敷
行
し
或
は
概
括
し

て
説
明
す
る
心
算
で
あ
ろ
。
雷
氏
の
原
文
か
そ
の
ま
ｙ
引
用
す
る
場

合
に
は
、
こ
れ
に
「

　

」
を
附
す
こ
と
と
す
ろ
。
又
敬
語
を
一
切
省

く
こ
と
と
す
る
Ｑ

　

肯
雷
氏
は
清
華
大
學
史
學
科
教
授
と
の
こ
と
で

あ
ゐ
。

　
　
　
　

・

　
　
　
　

（
イ
）

　

雷
氏
説
の
概
要

　

漢
書
武
帝
紀
と
漢
書
郊
祀
志
（
史
記
封
障
書
）
と
０
記
事
を
排

比
し
て
表
を
作
る
と
玖
の
如
く
な
る
。

_Ｅ:ｌ:詣州|

　　

芸几聶州八聶縁談
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年
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年
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ヽ⌒

　

⌒

　　　

⌒

　

⌒

　

⌒
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一

　

一

　　　　

－

　

沿|六

　

七

　　

八

　

九

　

〇

　

一

　　

二

　

八
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〇
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り

　　

り

　

ｖ

　

り

　

り

　　

り
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1

　　　　　

驚荷
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器

　　　　　　

翠誄

　　

熹
ｊぼ

　　　　　　　　

黄|

　　　　　　

｀

　

文
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史

　　　　　　

天

　

成

　　　

少

　　

獲
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劃鼎馬得祠十jll

　

聶1

　　

411

葦迄|蓋高広パt

　　　

草

　　　　

示

⌒之注后朧|甲酋

　　　

Ｒ

　　　

Ｒ
四知匠詐

　　

匹

　　　

凹

三卜こ四三

　　

回

　　　

呂?回

　　　　　　　

隷剔旨議

　　　　　　　

ｏ上年

　

冑星ｏ天三

　　　　　　　　

八談遥勇

　　　　　　　　

笑呈|羅訟諸

　　　　　　　　

紹笥丿鄙

　　　　　　　　

陰1洲

　　

郊元一元

　

こ
の
表
に
よ
る
と
Ａ
・
Ｂ
（
印
ち
年
就
制
定
の
時
期
）
は
元
鼎
二

年
の
こ
と
ｘ
な
る
譚
で
あ
る
。
然
る
に
こ
ｏ
表
で
は
武
帝
紀
と
郊

祀
志
（
封
譚
書
）
と
ｏ
間
に
矛
盾
を
生
す
る
。
即
ち
武
帝
紀
で
は

「
十
一
月
甲
子
、
立
后
土
祠
于
扮
陰
屋
上
、
六
月
、
得
支
鼎
后
土
祠

旁
。
」
は
元
鼎
四
年
で
あ
る
が
、
郊
祀
志
で
は
こ
れ
と
同
事
件
で
あ

る
「
其
明
年
、
立
后
土
祠
於
扮
陰
腱
上
、
其
夏
六
月
扮
陰
得
鼎
。
」

は
元
鼎
三
年
０
こ
と
Ｘ
な
る
。

　

叉
武
帝
紀
で
は
「
作
賓
鼎
天
馬
之
歌
」
は
元
鼎
四
年
で
あ
る
が
、

漢
書
破
楽
志
を
見
る
と
、
天
馬
之
歌
は
「
元
狩
三
年
、
馬
生
渥
注
水

中
作
。
」
と
あ
り
、
又
資
鼎
之
歌
は
「
元
鼎
五
年
、
得
鼎
扮
陰
作
。
」

と
あ
る
。
即
ち
こ
の
鮎
に
関
し
て
武
帝
紀
・
郊
祀
志
（
封
印
書
）
・
破

楽
志
０
三
者
が
一
致
せ
ぬ
。
要
す
る
に
「
班
氏
繋
年
、
或
因
所
捺
史

料
矛
盾
而
雨
紀
、
或
因
失
察
而
錯
誤
、
或
因
後
人
幄
物
傅
紗
而
錯

乱
、
今
日
役
難
算
清
。
」
の
で
あ
る
。
故
に
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
記

事
は
疑
は
し
い
の
で
あ
る
。

　

劉
散
は
漢
書
武
帝
紀
注
で
「
推
所
謂
其
後
三
年
者
、
蓋
轟
元
狩

六
年
、
至
元
鼎
三
年
也
。
」
と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
「
其
賞
復

不
安
富
」
で
あ
る
。
即
ち
「
按
今
日
郊
祀
志
中
的
記
載
、
有
司
的

建
議
是
在
元
鼎
二
年
。
」
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
ロ
）

　

雷
氏
説
の
批
判

　

雷
氏
は
斯
く
前
掲
の
表
に
於
て
、
漢
書
武
帝
紀
と
郊
祀
志
（
封

印
書
）
と
を
排
比
し
て
、
そ
の
結
果
Ａ
・
Ｂ
即
ち
年
凱
制
定
の
時
期

を
元
鼎
二
年
と
一
座
決
定
し
て
ゐ
る
。
雷
氏
が
こ
の
表
中
で
。
漢

書
郊
祀
志
と
し
て
引
用
し
た
文
は
、
賞
は
史
記
封
印
書
０
文
で
あ

っ
て
、
封
印
書
と
郊
祀
志
と
を
混
同
し
て
ゐ
る
こ
と
は
非
常
に
大
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き
な
見
落
し
で
あ
る
。
私
は
Ａ
に
コ
ニ
元
」
と
あ
り
、
Ｂ
に
「
今
」

と
あ
る
こ
と
が
年
銃
制
定
の
時
期
を
決
定
す
る
上
に
極
め
て
重
大

な
る
相
違
で
あ
る
と
思
ふ
。
こ
の
相
違
に
よ
っ
て
、
今
日
迄
年
凱

制
定
ｏ
時
期
に
就
い
て
両
説
（
元
鼎
三
年
説
と
元
狩
元
年
説
）
が
對

立
し
て
を
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
開
し
て
私
は
既
に
「
史

記
漢
書
ｏ
一
考
察
－
年
琥
制
定
ｏ
時
期
に
就
い
て
Ｉ
」
中
で
詳
細

に
論
述
し
た
如
く
で
あ
っ
て
、
今
此
處
で
繰
返
さ
ぬ
。

　

次
に
こ
の
表
は
元
狩
元
年
を
傾
鮎
と
し
、
書
・
志
に
見
え
る
「
其

明
年
」
、
［
居
歳
訟
］
、
「
其
後
三
年
」
等
の
語
を
根
嬢
と
し
て
次
第

に
推
算
し
、
結
局
Ａ
・
Ｂ
は
元
鼎
二
年
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
ｏ
計
算
法
は
非
常
に
危
瞼
で
且
つ
誤
り
を
生
じ
易
い
。

こ
れ
等
の
語
そ
ｏ
も
の
が
既
に
雷
氏
も
「
一
類
的
糊
塗
旬
子
」
と
言

っ
て
ゐ
る
如
く
曖
味
な
語
で
あ
る
０
み
な
ら
す
、
封
御
書
・
郊
祀

志
を
一
反
す
れ
ぼ
解
る
が
、
雨
書
共
種
々
雑
多
な
記
事
が
雑
然
と

記
さ
れ
て
ゐ
る
ｏ
で
あ
っ
て
、
雷
氏
が
こ
の
表
中
に
摘
記
し
た
如

く
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
故
に
こ
ｏ
方
法
に
依
っ
て
封
御

１
　
・
郊
祀
志
に
記
さ
れ
た
事
件
ｏ
年
代
を
計
算
す
れ
ば
、
一
年
二
年

ｏ
相
違
が
起
る
０
は
寧
ろ
富
然
０
こ
と
で
あ
る
。
雷
氏
は
敢
て
こ

の
方
法
を
選
び
、
そ
の
結
果
、
武
帝
紀
で
は
「
十
一
月
甲
子
、
立
后

土
祠
于
洽
陰
腱
上
。
六
月
、
得
賓
鼎
后
士
祠
旁
。
」
は
元
鼎
四
年
で

あ
る
の
に
、
書
・
志
で
は
こ
れ
と
同
事
件
で
あ
る
「
其
明
年
、
立

后
土
祠
於
扮
陰
膳
上
、
其
夏
六
月
、
洽
陰
得
鼎
。
」
は
元
鼎
三
年
Ｏ

こ
と
ｘ
な
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
は
富
然
生
ず
る
矛
盾
で
あ
る

と
思
ふ
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
雷
氏
は
一
向
自
ら
０
計
算
法
そ
の
も

の
に
對
し
て
反
省
を
加
へ
て
を
ら
ぬ
。

　

次
に
雷
氏
は
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
記
事
中
で
、
「
作
賞
鼎
天
馬
之

歌
。
」
が
微
楽
志
の
記
載
と
合
致
せ
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

　

帥
ち
膿
泰
志
に
よ
る
と
、
雷
氏
の
指
摘
し
た
如
く
、
天
馬
之
皐

を
作
っ
た
の
は
元
狩
三
年
で
あ
り
、
賓
鼎
之
歌
を
作
っ
た
の
は
元

鼎
五
年
で
あ
る
。
こ
れ
を
指
摘
し
た
處
に
雷
氏
の
史
料
に
對
す
る

批
判
の
鋭
さ
が
閃
い
て
敬
服
の
外
は
な
い
。
こ
の
鮎
に
関
し
て
雷

氏
の
誕
は
正
し
い
の
で
、
破
泰
志
と
武
帝
紀
と
が
矛
盾
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
①

は
遺
憾
な
が
ら
悲
し
む
べ
き
事
賓
で
あ
る
。
而
し
て
雷
氏
が
敢
て

危
瞼
な
方
法
で
あ
る
元
狩
元
年
を
攘
鮎
と
し
て
、
本
紀
と
書
・
志

と
の
排
比
表
を
作
り
、
元
鼎
四
年
を
繍
鮎
と
す
る
簡
軍
な
方
法
を

取
ら
な
か
っ
た
の
も
全
く
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

　

然
し
な
が
ら
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
記
事
の
中
で
疑
は
し
い
部
分

は
、
こ
の
賓
鼎
天
馬
之
歌
を
作
っ
た
時
期
如
何
と
云
ふ
鮎
だ
け
で
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あ
っ
て
、
「
十
一
月
甲
子
、
立
后
土
祠
于
扮
陰
。
」
「
六
月
、
得
喪
鼎

　

后
土
祠
旁
。
」
を
迄
疑
ふ
必
要
は
毫
も
な
い
と
思
ふ
。
武
帝
紀
元
鼎

　

四
年
の
記
事
は
他
に
こ
れ
と
矛
盾
す
る
史
料
が
な
い
限
り
先
ず
信

　

じ
て
差
支
へ
な
い
。
否
々
信
ぜ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
噌
泰
志
と
武
帝
紀

　

と
を
對
照
し
て
、
「
賞
鼎
天
馬
之
歌
」
を
作
っ
た
時
期
が
合
致
せ
ぬ

　

か
ら
と
言
っ
て
、
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
記
事
全
部
、
更
に
漢
書
を

　

ま
で
も
疑
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
腺
り
に
懐
疑
的
な
態
度
で
あ
る
。

　
　

斯
る
態
度
で
歴
史
書
を
蹟
む
な
れ
ぼ
、
漢
書
を
初
め
あ
ら
ゆ
る

　

史
書
が
信
ぜ
ら
れ
ぬ
鐸
で
あ
る
。
孟
子
は
「
轟
信
書
則
不
如
無

　

書
。
」
（
轟
心
下
）
と
言
っ
た
。
こ
れ
茸
に
味
ふ
べ
き
千
古
の
名
言

　

で
あ
り
、
歴
史
家
は
常
に
斯
く
あ
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
亦

　

一
方
反
對
に
、
畳
く
書
を
疑
ふ
な
れ
ば
こ
れ
叉
書
な
き
に
如
か
す

　

で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
歴
史
事
変
も
皆
信
ぜ
ら
れ
ぬ
譚
で
あ
る
。

　

歴
史
は
一
の
科
學
で
あ
る
と
共
に
一
の
信
仰
で
あ
る
。
疑
ふ
べ
き

　

部
分
と
疑
ふ
べ
が
ら
ざ
る
部
分
と
を
巌
に
菱
別
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

　

疑
ふ
必
要
０
な
い
も
の
ま
で
も
疑
ふ
に
は
及
ぽ
ぬ
。

　
　

私
は
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
記
事
に
於
て
疑
ふ
べ
き
部
分
は
差
営

　

り
先
ず
「
喪
鼎
天
馬
之
歌
」
を
作
っ
た
時
だ
け
に
止
む
べ
き
で
あ
っ

　

て
、
他
の
部
分
は
信
じ
て
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。
況
ん
や
武
帝
紀

・
元
鼎
四
年
の
。
條
は
他
０
史
料
と
對
昭
し
て
も
よ
く
合
致
す
膳
部

ち
武
帝
紀
に
「
詔
日
、
其
封
嘉
寫
周
子
南
君
。
」
み
Ｉ
あ
る
が
、
こ

れ
は
史
記
建
元
以
来
侯
者
年
表
・
漢
書
外
戚
恩
渾
侯
表
と
一
致
す

る
し
、
叉
武
帝
紀
に
「
封
方
士
槃
大
篤
楽
通
侯
。
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
叉
史
記
建
元
以
来
侯
者
年
表
・
漢
書
外
戚
恩
滓
侯
表
と
合
致
す

る
。
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
に
、

　

冬
十
月
行
幸
雍
、
十
一
月
甲
子
、
立
后
土
祠
于
洽
陰
唯
上
、
曽

　

畢
、
行
幸
栄
陽
、
還
至
洛
陽
、
詔
日
、
其
封
嘉
場
周
子
南
君
。

　

春
二
月
、
封
爾
大
篤
泰
通
侯
、
六
月
得
賞
鼎
后
土
祠
旁
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
と
全
く
同
事
件
が
封
脚
書
に
は
Ａ
・
に
直
ぐ
引

績
い
て
、

　

其
明
年
冬
、
天
子
郊
雍
、
始
立
后
土
祠
扮
陰
膠
丘
、
鎗
畢
、
天

　

子
途
至
菊
陽
而
還
過
洛
陽
、
下
詔
日
、
封
周
後
場
周
子
南
君
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
●
●
●

　

●
●
●
Ｉ
●

　
　

●
●
●
●
●
●

　

其
春
制
詔
、
辰
臨
天
下
、
二
十
有
八
年
、
（
印
ち
元
鼎
四
年
）
其

　

封
（
槃
）
大
場
楽
通
侯
、
其
夏
六
月
中
、
扮
陰
巫
錦
鶏
民
祠
魏
腹

　

后
土
普
旁
、
得
鼎
、
鼎
大
異
於
衆
鼎
。

と
あ
り
、
郊
祀
志
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
元
鼎
四
年
０
記
事
と

し
て
武
帝
紀
と
書
・
志
と
が
完
全
に
一
致
す
る
。

　

故
に
元
鼎
四
年
を
攘
黙
と
し
て
推
算
し
、
Ａ
・
Ｂ
は
元
鼎
三
年

で
あ
る
こ
と
一
黙
疑
問
の
診
地
が
な
い
。
印
ち
劉
散
の
脆
が
正
し

い
の
で
あ
る
。

-川
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ニ

　
　
　
　

（
イ
）

　

雷
氏
説
の
概
要

　

元
鼎
以
前
に
二
度
改
元
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
改
元
Ｏ

前
年
或
は
改
元
の
富
年
に
、
何
か
記
念
す
べ
き
天
瑞
が
起
っ
た
か

ら
、
そ
れ
を
記
念
し
て
改
元
し
た
も
の
で
、
元
光
（
二
元
）
は
前
拐

の
表
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
武
帝
紀
建
元
六
年
の
條
に
「
秋

八
月
、
有
星
李
于
東
方
、
長
竟
天
。
」
と
あ
り
、
元
狩
（
三
元
）
は
元

狩
元
年
の
條
に
「
冬
十
月
、
獲
白
麟
。
」
と
あ
ｐ
、
こ
れ
等
の
改
元

は
何
れ
も
「
因
事
改
元
、
都
在
事
件
殺
生
的
営
年
或
次
年
。
」
で
あ

る
・
然
ら
ぽ
元
鼎
と
雖
も
全
く
こ
０
例
に
洩
れ
ぬ
。
武
帝
紀
に
は

元
鼎
元
年
０
條
に
「
夏
五
月
、
得
鼎
扮
水
上
。
」
と
あ
り
、
叉
元
鼎

四
年
の
條
に
も
「
六
月
、
得
喪
鼎
后
土
祠
旁
。
」
と
あ
り
、
二
同
も

鼎
を
得
た
記
事
が
あ
る
が
、
書
・
志
に
は
一
同
よ
り
鼎
を
得
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
を
ら
ぬ
。
（
恐
ら
く
元
鼎
四
年
六
月
賓
鼎
を
得
た
記

事
は
元
鼎
元
年
五
月
鼎
を
得
た
記
事
が
宣
入
し
た
０
で
あ
ら
う
）
。

前
述
の
元
光
・
元
狩
の
例
に
照
し
て
、
元
鼎
（
四
元
）
の
改
元
は
、

元
鼎
元
年
に
得
た
鼎
を
記
念
し
た
も
０
で
あ
っ
て
、
元
鼎
四
年
に

賓
鼎
を
得
た
事
は
こ
れ
に
對
し
て
何
の
開
係
も
な
い
。
況
ん
や
武

帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
は
前
述
の
如
く
甚
だ
疑
は
し
い
事
柄
に
属
す

る
。
現
に
萄
悦
の
漢
紀
は
漢
書
を
根
強
と
し
て
編
纂
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
は
元
鼎
元
年
鼎
を
得
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
元
鼎
四
年
賀
鼎
を
得
た
こ
と
に
就
い
て
は
何
等
の
記
載
も
な

い
・
故
に
元
鼎
は
全
く
元
鼎
元
年
夏
五
月
に
鼎
を
得
た
事
を
記
念

し
て
改
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

元
朔
は
如
何
と
云
ふ
に
、
こ
れ
は
二
元
と
認
む
べ
き
で
、
後
に

こ
０
二
元
が
、
元
光
・
元
朔
と
追
搦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
二

元
は
前
後
十
二
年
間
績
い
た
の
で
、
後
の
元
朔
元
年
は
常
時
に
あ

っ
て
は
、
二
元
七
年
と
搦
さ
れ
た
０
で
あ
っ
て
、
決
し
て
二
元
（
元

光
）
六
年
０
翌
年
が
三
元
（
元
朔
）
元
年
と
云
ふ
様
に
そ
の
営
時
改

元
が
賓
行
さ
れ
た
０
で
は
な
い
。
朔
は
「
開
始
」
の
意
味
で
建
元

と
同
じ
で
あ
る
。

　

以
上
要
す
る
に
二
元
（
元
光
・
元
朔
）
三
元
（
元
狩
）
四
元
（
元
鼎
）

は
何
れ
も
「
因
事
改
元
、
都
在
事
件
殺
生
的
常
年
或
次
年
。
」
の
原

則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

（
ロ
）

　

雷
氏
説
の
批
判

私
は
雷
氏
の
こ
の
議
論
に
對
し
て
は
全
く
賛
成
出
来
な
い
Ｊ

-70-
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雷
氏
は
「
因
事
改
元
、
都
在
事
件
変
生
的
営
年
或
玖
年
。
」
を
改

元
の
原
則
で
あ
る
か
の
如
く
に
言
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

大
き
な
誤
で
あ
る
。
成
程
元
光
・
元
狩
の
場
合
は
雷
氏
の
言
ふ
如

く
、
事
件
殺
生
の
富
年
或
は
次
年
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
は
事
変
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
他
の
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
必
ず
こ
０
こ

と
が
行
は
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
今
そ
の
例
を
畢
げ
る
と
元
朔
Ｏ

如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

元
朔
を
雷
氏
ｏ
言
ふ
如
く
二
元
と
見
る
か
、
或
は
叉
三
元
と
見

る
か
。
何
故
元
朔
ｏ
こ
と
が
Ａ
・
Ｂ
に
於
て
全
く
言
及
さ
れ
て
ゐ

な
ｉ
.
の
で
あ
ら
う
か
。

　

元
朔
の
朔
の
意
味
は
、
庶
助
は
「
朔
蘇
也
、
蘇
息
也
、
言
萬
民

品
物
大
繁
息
也
。
」
と
言
ひ
、
顔
師
古
は
「
朔
猶
始
也
、
言
更
鴛
初

始
也
。
」
と
言
つ
て
ゐ
る
。
雷
氏
は
顔
氏
脆
を
奉
じ
て
ゐ
る
譚
で
あ

る
・
こ
れ
に
對
し
て
王
先
腹
は
「
以
置
朔
方
郡
故
稀
元
朔
、
武
帝

初
改
之
元
、
皆
有
事
賞
、
無
空
言
也
。
」
と
言
つ
て
ゐ
る
。
私
は
王

先
議
の
脆
が
正
し
い
と
思
ふ
。
武
帝
紀
に
元
朔
二
年
朔
方
郡
を
置

い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
史
記
・
漢
書
の
匈
奴
傅
・

衛
青
傅
等
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
営
時
の
湊
と
匈
奴
と
の
開
係

を
考
へ
る
と
、
朔
方
郡
を
置
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
年

親
を
追
稀
す
る
に
足
る
べ
き
大
事
件
で
あ
る
。

　

周
毒
昌
は
「
第
三
場
元
朔
、
史
記
不
載
而
以
元
狩
場
三
元
、
恐

誤
脆
也
。
」
（
漢
書
注
校
補
巻
三
）
と
言
っ
て
ゐ
る
。
私
は
こ
０
脆

　
　
　
　
　
　
　

注
③

が
正
し
い
と
思
ふ
。
果
し
て
然
ら
ぼ
元
朔
は
既
に
三
元
（
元
朔
）
元

年
に
、
改
元
だ
け
が
賃
行
さ
れ
て
ゐ
た
０
で
あ
っ
て
、
後
:
＜
・
Ｂ

に
よ
っ
て
年
就
を
制
定
す
る
時
、
三
元
（
元
朔
）
二
年
に
起
っ
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
三
元
を
改
め
て
元
朔
と
云
ふ
年
琥
が
追
柵
さ
れ

た
も
０
と
言
は
、
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

　

元
鼎
０
場
合
も
全
く
同
様
で
あ
る
。

　

雷
氏
は
も
と
／
ｙ
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
を
仝
部
疑
っ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
「
六

月
、
得
喪
鼎
后
土
祠
旁
。
」
を
疑
ふ
こ
と
も
亦
営
然
で
あ
る
。
然
し

そ
の
誤
で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
駁
し
て
置
い
た
通
り
で
あ
る
。

　

元
鼎
四
年
賓
鼎
を
得
た
こ
と
は
非
常
な
る
瑞
祚
で
あ
っ
て
、
疑

ふ
こ
と
の
出
来
ぬ
事
変
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
郊
祀
志
に
は
Ｂ

の
明
年
０
記
事
と
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
●
●
●
●

　
　

●
●
●
●
●
●

　

制
詰
、
朕
臨
天
下
、
二
十
有
八
年
。
（
即
ち
元
鼎
四
年
）
云
々
。

　

其
夏
六
月
、
扮
陰
巫
錦
鶏
民
祠
魏
膿
后
土
普
旁
、
見
地
如
鈎

　

状
、
括
硯
得
鼎
、
鼎
大
異
於
衆
鼎
、
文
雄
無
款
識
、
公
卿
大
夫
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皆
議
尊
賞
鼎
、
有
司
皆
言
、
周
徳
寝
、
鼎
遷
于
秦
、
秦
徳
衰
、

　

宋
之
祗
亡
、
鼎
廼
海
伏
而
不
見
、
今
鼎
至
甘
泉
、
唯
受
命
而
帝

　

者
、
心
知
其
意
而
合
徳
焉
。

と
あ
り
、
封
禰
書
も
同
様
で
あ
る
。

叉
漢
書
吾
丘
壽
王
傅
に
、

　

洽
陰
得
賞
鼎
、
武
帝
嘉
之
、
薦
見
宗
廟
、
・
城
於
甘
泉
宮
、
草
臣

　

皆
上
賀
日
、
陛
下
得
周
鼎
、
壽
王
褐
曰
、
非
周
鼎
、
陛
下
恢
廓

　

祗
業
、
功
徳
愈
盛
、
天
瑞
並
至
、
天
祚
有
徳
、
而
責
鼎
自
出
、

　

此
天
之
所
以
輿
漢
、
廼
漢
鼎
非
周
鼎
也
。

と
あ
り
、
誕
苑
（
巻
十
一
善
説
篇
）
叉
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
元
鼎
四
年
賀
鼎
を
得
た
こ
と
は
武
帝
ｏ
太
平
ｏ

世
を
表
徴
す
る
瑞
詳
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て

年
琥
が
制
定
さ
れ
る
に
は
誠
に
ふ
さ
は
し
い
事
件
で
あ
る
。

　

司
馬
光
は
雷
氏
と
は
全
く
反
對
で
、
却
っ
て
元
鼎
元
年
に
鼎
を

得
た
こ
と
を
疑
っ
て
、
通
鑑
に
は
こ
の
記
事
を
剖
っ
て
ゐ
る
。
考

異
に
「
然
則
得
鼎
態
在
四
年
、
蓋
武
紀
、
因
今
年
改
元
而
誤
噌

心
、
得
鼎
一
事
耳
、
非
雨
曾
得
鼎
於
扮
水
上
也
。
」
（
通
鑑
悩
）
と

言
ひ
、
王
先
腹
（
漢
書
補
注
倦
六
）
も
亦
同
様
の
考
へ
で
あ
る
。
然

し
私
は
元
鼎
元
年
に
鼎
を
得
た
こ
と
も
、
元
鼎
四
年
に
賞
鼎
。
を
得

た
Ｋ
)
'
>
Ｊ
-
>
Ｓ
>
共
に
疑
は
な
い
。
即
ち
私
は
四
元
（
元
鼎
）
一
丸
年
改
元
だ

け
は
収
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
年
に
鼎
を
得
た
こ

と
ｘ
は
何
等
開
係
な
く
改
元
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
四
年
賓
鼎
を

得
る
に
及
ん
で
始
め
て
四
元
を
改
め
て
元
鼎
と
云
ふ
年
琥
が
制
定

さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
史
記
封
禰
書
に
「
有
司
言
、
賓
鼎
出
鴛
元

鼎
。
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

　

次
に
雷
氏
は
元
鼎
四
年
賀
鼎
を
得
た
こ
と
を
疑
ふ
一
理
由
と
し

て
、
こ
の
事
変
が
菊
悦
漢
紀
に
登
載
さ
れ
て
を
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘

し
て
ゐ
る
。
漢
書
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
事
変
が
、
漢
紀
に
記
載
さ

れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
漢
書
０
記
事
を
疑
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
全
く
不

可
解
で
あ
る
。
漢
紀
は
漢
書
を
根
捷
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
勿
論
菊
悦
は
充
分
漢
書
の
記
事
を
批
判
し
た
で
あ
ら
う
け

れ
ど
も
、
通
じ
て
漢
書
と
漢
紀
と
何
れ
を
重
く
見
る
べ
き
か
贅
言

を
要
せ
ぬ
。
元
鼎
四
年
貢
鼎
を
得
た
こ
と
が
漢
紀
に
記
載
さ
れ
て

ゐ
な
い
こ
と
は
寧
ろ
漢
紀
の
疎
漏
を
瞭
す
る
も
０
で
あ
っ
て
、
雷

氏
０
如
く
東
漢
末
、
帥
ち
葡
悦
の
時
代
０
漢
書
に
こ
の
記
事
が
な

か
っ
た
と
は
思
へ
な
い
。
漢
紀
は
年
琥
制
定
の
時
期
を
元
狩
元
年

と
し
て
ゐ
る
。
雷
氏
は
こ
の
事
賓
を
何
と
見
る
の
で
あ
ら
う
か
。

雷
氏
が
敢
て
元
鼎
四
年
貢
鼎
を
得
た
こ
と
を
疑
ふ
理
由
は
「
因
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事
改
元
、
都
在
事
件
殺
生
的
営
年
或
玖
年
。
」
と
云
ふ
原
則
を
立
て

た
こ
と
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
朔
・
元
鼎
０
年
飲
制
定

に
つ
い
て
も
、
と
の
・
原
則
に
照
し
て
多
少
無
理
な
解
譚
を
施
し
て

ゐ
る
様
で
あ
る
。
私
は
以
上
の
如
く
元
朔
・
元
鼎
の
改
元
と
年
凱

制
定
０
事
情
と
を
考
誼
し
た
結
果
、
こ
の
原
則
が
誤
つ
て
ゐ
る
こ

と
を
痛
感
す
る
。
そ
し
て
漢
代
に
於
て
、
改
元
す
る
・
こ
と
Ｘ
年
凱
制

定
と
は
必
ず
し
も
同
時
に
起
つ
て
を
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
度
い
Ｏ

で
あ
る
・
こ
の
こ
と
に
闘
し
て
は
後
に
詳
述
す
る
心
算
で
あ
る
。

　
　
　
　

Ξ

　
　
　
　

（
イ
）

　

雷
氏
誼
の
概
要

　

以
上
ｏ
考
察
に
よ
っ
て
、

（
こ
前
掲
ｏ
表
に
ょ
れ
ぱ
Ａ
・
Ｂ
は
元
鼎
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
「
因
事
改
元
、
都
在
事
件
殺
生
的
宮
年
或
次
年
。
」
と
云
ふ
こ

　
　

と
が
動
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ
原
則
で
あ
る
。

　

（
こ
に
従
ふ
と
Ａ
・
Ｂ
即
ち
年
琥
制
定
の
時
期
は
元
鼎
二
年
と

な
る
・
す
る
と
（
二
）
の
原
則
に
よ
っ
て
、
Ａ
・
Ｂ
中
に
は
宮
然
饒

に
元
鼎
元
年
夏
五
月
或
は
六
月
鼎
を
得
た
こ
と
を
記
念
し
て
改
元

し
た
元
鼎
の
こ
と
に
言
及
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
Ａ
・
Ｂ

に
は
元
狩
迄
の
年
凱
よ
り
言
及
し
て
ゐ
な
い
。
（
一
）
・
（
二
）
は
明

か
に
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
（
こ
の
元
鼎
二
年
詮
は
疑
は
し
く
な

る
。
こ
０
二
つ
を
如
何
に
調
和
す
べ
き
か
。

（
一
）
を
取
る
か
、
（
二
）
を
取
る
か
。
結
局
（
二
）
は
動
か
す
こ
と
が

出
来
ぬ
。
故
に
「
所
以
有
司
的
建
議
、
一
定
在
獲
麟
之
後
具
獲
鼎

之
前
、
必
不
能
在
獲
鼎
以
後
。
」
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
叉
Ａ
・
Ｂ

は
元
鼎
元
年
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
元
狩
六
年
以
前
と
す
る
こ
と
は

出
来
ぬ
。
そ
の
誼
攘
は
、
史
記
三
王
世
家
に
「
詔
曰
、
維
六
年
四

月
乙
巳
」
と
あ
丿
、
こ
れ
は
元
狩
六
年
四
月
乙
巳
を
指
す
ｏ
で
あ

る
が
、
こ
の
詔
に
元
狩
と
云
ふ
年
琥
が
記
載
さ
れ
て
を
ら
ぬ
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
時
に
未
だ
年
貌
が
制
定
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ

と
明
か
で
あ
る
。
故
に
「
最
後
的
答
案
」
と
し
て
。

　

①
元
狩
六
年
乃
無
年
銃
、
②
元
鼎
元
年
五
月
或
六
月
獲
鼎
、
⑧

　

有
司
建
議
中
有
狩
無
鼎
、

の
三
條
件
と
（
二
）
の
原
則
と
合
せ
考
へ
る
と
Ａ
・
Ｂ
郎
ち
年
琥

制
定
ｏ
時
期
は
「
一
定
是
在
元
鼎
元
年
的
冬
十
月
至
夏
五
月
或
六

月
。
」
と
な
る
。
そ
こ
で
（
一
）
・
（
二
）
の
矛
盾
を
調
和
す
る
た
め
に
は

Ａ
・
Ｂ
ｏ
「
其
後
三
年
」
を
「
其
後
二
年
」
と
改
め
る
と
一
切
の
矛
盾

が
消
滅
す
る
。
三
を
二
と
改
め
る
こ
と
は
決
し
て
「
荒
謬
」
で
な

い
。
即
ち
年
銃
制
定
の
時
期
は
元
鼎
元
年
十
月
（
歳
首
）
よ
り
五
月
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或
は
六
月
迄
の
間
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
後
０
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　

（
ロ
）

　

雷
氏
説
の
批
判

　

以
上
の
所
詮
だ
け
を
蹟
む
と
、
雷
氏
の
頭
晦
が
如
何
に
も
明
晰

で
あ
る
こ
と
が
解
り
、
最
後
の
論
断
が
極
め
て
鮮
か
に
下
さ
れ
て

ゐ
る
と
思
ふ
。
然
し
な
が
ら
、
私
は
前
述
の
如
く
雷
氏
と
は
種
々

な
鮎
で
所
見
を
異
に
し
て
ゐ
る
し
、
特
に
「
因
事
改
元
、
都
在
事

件
殺
生
的
営
年
或
次
年
。
」
と
云
ふ
原
則
に
は
大
反
對
で
あ
る
か

ら
、
雷
氏
が
こ
れ
を
論
嬢
と
し
て
、
如
何
ｒ
巧
妙
に
史
料
を
蒐
集

し
解
憚
し
て
も
、
そ
０
結
論
に
對
し
て
到
底
首
肯
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
私
と
雷
氏
と
の
見
解
の
相
違
は
賓
に
こ
０
鮎
に
あ
る
Ｏ

で
あ
る
。

　

雷
氏
ｏ
如
く
三
を
二
と
改
め
る
こ
と
も
荒
謬
で
は
な
い
が
、
然

し
私
は
こ
ｘ
で
桑
原
博
士
ｏ
言
「
か
く
各
自
の
所
論
に
都
合
好
き

様
に
勝
手
、
勝
手
に
本
文
を
愛
改
し
て
は
切
角
の
根
本
史
料
も
到

底
研
究
に
使
用
し
難
く
な
る
譚
で
あ
る
。
」
「
史
料
を
本
文
通
り
に

使
用
す
る
方
が
之
を
憂
改
し
て
使
用
す
る
よ
り
正
常
ｏ
方
法
と
信

じ
て
居
る
。
」
を
思
ひ
出
す
。

　

叉
偏
食
二
を
二
と
改
め
て
も
、
元
狩
元
年
を
攘
鮎
と
す
る
計
算

法
を
用
ふ
る
な
れ
ぼ
、
「
其
明
年
」
、
「
居
歳
齢
」
、
「
其
後
二
年
」
等

０
「
一
類
的
糊
塗
旬
子
」
を
根
捷
と
し
て
書
・
志
の
記
事
の
年
代

を
計
算
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
は
肯
不
確
賞
で
あ
る
。

　

元
鼎
三
年
詮
は
最
も
簡
単
で
最
も
無
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
根
本

史
料
を
一
宇
一
句
も
受
改
す
る
こ
と
な
く
、
總
て
ｏ
史
料
を
そ
ｏ

ま
ｘ
生
か
し
て
使
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
巧
妙
で
は
な
い
が
確
賞

で
あ
る
。
Ａ
に
於
て
「
三
元
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
Ｂ
に
於
て
は
「
今
」

と
な
つ
て
ゐ
て
、
三
元
も
今
も
共
に
誤
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
元

鼎
三
年
箆
は
、
元
鼎
四
年
を
捷
鮎
と
し
て
推
算
す
る
ｏ
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
誤
す
ら
敢
て
改
め
る
必
要
が
な
い
。
武
帝
紀
元
鼎
四
年

ｏ
記
事
を
正
し
い
と
信
す
る
限
り
、
Ａ
・
Ｂ
は
元
鼎
三
年
で
あ
る

こ
と
一
諧
疑
問
ｏ
飴
地
が
な
い
。
而
し
て
元
鼎
は
元
鼎
四
年
に
追

稀
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
に
於
て
元
鼎
の
こ
と
に
言
及

し
て
ゐ
な
い
の
は
富
然
ｏ
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
で
雷
氏
設
０
紹
介
と
批
判
と
を
終
っ
た
・
。
雷
氏
０
考
と
私

０
考
と
が
最
も
對
立
す
る
陥
は
年
魏
制
定
と
改
元
と
に
就
い
て
ゞ

あ
る
・
次
に
武
帝
の
年
観
制
定
の
事
情
に
つ
い
て
一
考
察
を
加
へ
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四

　

漢
武
帝
一
代
の
年
銃
を
通
覧
す
る
と
ゴ
尤
鼎
以
前
は
勿
論
元
鼎

以
後
に
於
て
も
、
改
元
と
年
銃
制
定
と
は
必
ず
し
も
同
時
に
行
は

れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
は
確
か
に
一
特
色
で
あ
る
と
思
ふ
。

　

元
鼎
以
前
に
就
い
て
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
元
鼎
以
後
に

於
て
、
例
へ
ぽ
「
太
始
」
の
如
き
は
太
始
二
年
に
「
詔
曰
、
有
司

議
曰
、
往
者
朕
郊
見
上
帝
、
獲
白
麟
以
敞
宗
廟
、
渥
注
水
出
天

馬
、
泰
山
見
黄
金
、
宜
改
故
名
、
以
協
瑞
焉
。
」
と
あ
る
が
、
こ
Ｏ

詔
に
よ
っ
て
「
太
始
」
の
年
琥
が
制
定
さ
れ
た
０
で
あ
っ
て
、
年

銃
制
定
と
改
元
と
が
同
時
に
行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

叉
「
後
元
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
こ
れ
を
果
し
て
年
銃
と

認
め
る
べ
き
か
否
か
。
こ
れ
に
開
し
て
漢
書
補
注
（
巻
六
）
に
諸

家
の
脆
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
議
論
百
出
０
状
態
で
あ
る
。

　

こ
ｘ
に
注
意
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
武
帝
一
代
０
年
琥
を
見

る
と
、
建
元
・
元
光
・
元
朔
・
元
狩
・
元
鼎
・
元
封
は
六
年
毎
に
、

天
漢
・
太
始
・
征
和
は
四
年
毎
に
極
め
て
規
則
的
に
改
元
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
年
魏
は
天
瑞
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

と
す
れ
ぼ
、
六
年
毎
又
は
四
年
毎
に
改
元
０
場
合
、
そ
０
元
年
に

必
歩
天
瑞
が
起
る
と
は
限
ら
な
い
。
帥
ち
規
則
的
な
改
元
が
行
は

れ
る
場
合
に
は
必
ず
し
も
改
元
と
年
魏
制
定
と
か
同
時
に
行
は
れ

る
と
は
限
ら
な
い
Ｑ
定
期
的
に
改
元
だ
け
し
て
お
い
て
、
後
０
六

年
間
或
は
四
年
間
に
、
何
等
か
記
念
す
る
に
足
る
べ
き
瑞
祚
の
起

る
０
を
静
か
に
待
つ
と
言
ふ
こ
と
も
営
然
あ
り
得
る
こ
と
で
あ

り
、
改
元
の
み
行
っ
て
年
読
が
な
く
て
も
営
時
の
人
々
に
は
賓
際

上
診
り
不
便
を
感
ぜ
し
め
な
/
-
t
つ
た
で
＆
ら
う
。

　

「
後
元
」
０
場
合
は
正
に
こ
れ
で
あ
る
。
帥
ち
「
後
元
」
は
二
年

で
終
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
征
和
四
年
０
翌
年
改
元
だ
け
が
行
は

れ
た
け
れ
ど
も
、
未
だ
年
観
が
制
定
さ
れ
ず
、
扉
か
に
記
念
す
る

に
足
る
べ
き
瑞
祚
の
起
る
の
を
待
っ
て
ゐ
る
間
に
、
’
後
元
二
年
途

に
武
帝
の
崩
御
に
よ
っ
て
、
年
貌
制
定
の
こ
と
な
く
し
て
終
っ
た

の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
後
元
は
年
琥
で
は
な
い
。
又
「
後
元
」
と
云

ふ
０
も
誤
で
、
賓
際
は
唯
「
後
」
０
み
で
あ
る
。
劉
賊
は
こ
れ
に
注

し
て
「
按
昭
帝
紀
云
、
餅
訟
在
後
二
年
前
、
皆
勿
認
、
則
営
但
拐

後
元
年
也
。
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
０
で
あ
る
。
趙
翼

は
「
征
和
四
年
後
、
但
改
爾
後
元
年
、
而
無
復
年
琥
。
」
（
二
十
二

史
劉
記
省
二
）
と
言
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
亦
正
し
い
０
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
武
帝
一
代
の
間
極
め
て
規
則
的
に
改
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元
が
行
は
れ
、
そ
の
結
果
改
元
と
年
琥
制
定
と
が
必
ず
し
も
同
時

に
行
は
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
す
る
と
次
に

何
故
に
六
年
毎
或
は
四
年
毎
に
斯
く
定
期
的
に
改
元
が
行
は
れ
た

か
０
問
題
が
起
る
。

　

雷
氏
は
こ
れ
に
對
し
て
、
元
鼎
迄
の
改
元
は
「
皆
因
事
改
元
、

都
在
事
件
駿
生
的
常
年
或
次
年
。
」
の
原
則
に
よ
っ
て
改
元
さ
れ
た

が
、
こ
の
結
果
偶
然
に
も
、
一
元
（
建
元
）
六
年
、
二
元
（
元
光
・
元

朔
）
十
二
年
、
三
元
（
元
狩
）
六
年
と
な
っ
た
の
で
、
二
元
の
十
二

年
を
二
分
し
て
各
こ
〈
年
と
し
、
以
後
こ
０
例
に
倣
っ
て
六
年
毎

に
改
元
す
る
様
に
な
っ
た
と
考
へ
て
ゐ
る
。
然
し
私
は
斯
く
六
年

毎
或
は
四
年
毎
に
極
め
て
規
則
的
に
改
元
す
る
こ
ｏ
事
貫
に
、
も

っ
と
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
求
め
度
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を

意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
四
年
毎
に
改
元
の
意
味
は
未
だ
私
に

は
解
ら
な
い
が
、
六
年
毎
に
改
元
す
る
こ
と
は
或
は
五
行
思
心
心

何
等
か
開
聯
さ
せ
て
考
へ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　

秦
始
皇
帝
は
天
下
を
統
一
す
る
と
五
行
相
刺
脱
に
よ
っ
て
、
秦

は
水
徳
を
以
っ
て
天
下
に
王
と
な
っ
た
と
し
た
。
史
記
始
皇
本
紀

に
こ
の
こ
と
を
記
し
て
、
「
方
今
水
徳
之
始
、
数
以
六
篤
紀
符
、

法
冠
皆
六
寸
、
而
奥
六
尺
、
六
尺
爾
歩
、
乗
六
馬
。
」
と
あ
る
如
く

で
あ
る
。
即
ち
水
徳
に
よ
っ
て
数
は
「
心
」
を
用
ふ
る
こ
と
が
秦

の
制
度
の
特
色
で
あ
る
。
然
る
に
漢
が
起
っ
て
文
帝
の
時
買
誼
が

出
て
、
漢
は
土
徳
を
以
て
天
下
に
王
と
な
っ
た
こ
と
を
主
張
し
、

張
蒼
は
秦
を
閏
位
と
し
、
漢
は
直
接
周
を
檀
ぎ
水
徳
を
以
て
天
下

に
王
と
な
っ
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
漢
書
武
帝
紀
・
律
歴
志
・
郊
祀

志
等
に
よ
る
と
、
太
初
元
年
に
至
っ
て
初
め
て
漢
は
土
徳
を
以
て

天
下
に
王
と
な
っ
た
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前

に
は
水
徳
か
、
土
徳
か
の
問
題
が
一
定
し
て
を
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
史
記
暦
書
・
封
卯
書
・
孝
文
本
紀
等
に
よ
っ
て
解
る
。

　

漢
の
制
度
を
見
る
と
秦
の
制
度
を
そ
０
ま
ｘ
襲
用
し
た
猫
が
多

い
。
こ
の
事
は
種
々
な
原
因
か
ら
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
或
は
漢

は
水
徳
を
以
て
天
下
に
王
と
な
っ
た
と
云
ふ
説
の
方
が
勢
力
が
あ

っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
０
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
太
初
元
年
に

太
初
暦
が
制
定
さ
れ
て
よ
り
以
後
、
漢
は
土
徳
を
以
て
天
下
に
王

と
な
っ
た
こ
と
に
定
ま
り
、
散
は
五
が
奪
ぼ
れ
た
。
然
る
に
太
初

以
後
四
年
毎
に
改
元
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
何
故
か
、
賞
に
不

可
解
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
暫
く
措
い
て
、
太
初
以
前
六
年

毎
に
規
則
的
に
改
元
さ
れ
た
と
云
ふ
事
変
だ
け
は
、
漢
は
水
徳
を

以
て
大
下
に
王
と
な
っ
た
と
云
ふ
誕
が
行
は
れ
た
こ
と
を
暗
示
す

る
も
の
と
し
か
思
へ
ぬ
。
こ
れ
は
私
の
一
試
案
で
あ
る
け
れ
ど
も
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こ
ｘ
に
附
記
し
て
先
発
の
御
指
導
を
仰
ぎ
度
い
の
で
あ
る
。
叉
次

の
昭
帝
の
時
に
は
六
年
、
宣
帝
０
時
に
は
四
年
、
元
帝
０
時
に
は

五
年
、
成
帝
の
時
に
は
四
年
毎
に
規
則
的
に
改
元
さ
れ
て
ゐ
る
こ

と
を
こ
ｘ
に
併
せ
て
附
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

注
の
天
馬
之
歌
は
漢
書
破
楽
志
に
は
「
元
狩
三
年
、
馬
生
渥
注
水
中
作
。
」

　
　
　
　

と
あ
ゐ
が
、
武
帝
紀
に
は
「
元
狩
二
年
、
馬
生
余
吾
水
中
。
」
と
も

　
　
　
　

る
か
ら
、
破
鍋
志
に
渥
注
水
と
あ
ろ
の
は
余
吾
水
の
誤
と
見
ろ
こ

　
　
　
　

と
も
出
来
ろ
。
（
史
記
志
疑
惑
三
十
五
・
太
史
公
書
知
意
四
）

　
　
　
　
　

又
賓
鼎
之
歌
は
疆
楽
志
に
コ
尤
鼎
五
年
、
得
鼎
扮
陰
作
。
」
と
も

　
　
　
　

石
が
、
こ
れ
も
解
憚
の
仕
方
に
よ
れ
ぼ
。
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條

　
　
　
　

と
必
ず
し
も
合
致
ぜ
ね
も
の
で
も
な
い
。
又
史
記
楽
書
に
も
こ
の

　
　
　
　

こ
と
に
関
し
て
記
載
し
て
ゐ
ろ
が
疑
し
い
。

　
　

注
②
漢
書
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
に
「
春
二
月
中
山
王
勝
蔓
。
」
と
あ
ろ

　
　
　
　

が
、
漢
書
諸
侯
王
表
に
は
「
六
月
乙
巳
、
立
四
十
二
年
莞
。
」
と
あ

　
　
　
　

り
、
史
記
五
宗
世
家
も
同
様
で
あ
っ
て
ょ
く
合
致
す
ろ
。
然
ろ
に

　
　
　
　

漢
書
中
山
靖
王
勝
悩
（
景
十
三
王
傅
）
に
は
「
四
十
三
年
莞
。
」
と
も

　
　
　
　

っ
て
こ
れ
と
Ｉ
致
Ｖ
Ｑ
。

　
　
　
　
　

又
武
帝
紀
元
鼎
四
年
の
條
に
「
立
常
山
憲
王
子
商
篤
泗
水
王
。
」

　
　
　
　

と
め
ろ
が
、
こ
れ
は
史
記
五
宗
世
家
・
漢
興
以
来
将
相
名
臣
年
表

　
　
　
　

と
Ｉ
致
す
ろ
。
然
る
に
漢
書
諸
侯
王
表
に
は
「
元
鼎
こ
年
。
商
以

　
　
　
　

憲
王
少
子
立
。
」
と
あ
っ
て
こ
れ
と
一
致
せ
ぬ
。

　
　

注
③
銭
大
旨
は
、

　
　
　
　
　

按
元
光
之
後
、
倚
有
元
朔
、
則
元
狩
乃
四
元
。
非
三
元
、
言
建

　
　
　
　
　

元
・
元
光
而
不
言
元
朔
者
、
建
以
斗
建
錫
名
、
光
以
長
星
錫
名
、

皆
取
天
象
、
若
元
朔
紀
年
、
庶
碧
解
朔
鴛
蘇
、
取
品
物
繁
息
之

義
、
不
主
天
瑞
、
故
不
及
之
耳
。
（
二
十
二
史
孜
異
三
）

と
言
ひ
、
梁
玉
繩
（
史
記
志
疑
惑
十
六
）
も
同
じ
で
あ
ろ
。
印
ち
周

壽
昌
と
同
様
「
元
朔
」
は
Ｉ
Ｊ
元
で
は
な
く
、
？
Ｒ
で
あ
ろ
こ
と
を
認

　
　

め
て
ゐ
ろ
。
然
し
「
朔
」
を
蘇
の
意
味
に
解
し
て
ゐ
ゐ
鮎
が
王
先

　
　

謙
と
異
る
。
Ｒ
で
「
三
元
」
が
元
狩
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
Ξ
は

　
　

一
二
（
印
ち
四
）
の
誤
で
も
ら
う
。
そ
し
て
凡
・
Ｂ
に
於
て
「
元
朔
」

　
　

の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
「
元
朔
」
は
天
瑞
を
記
念
し
れ

　
　

も
の
で
は
な
い
か
ら
で
も
ら
う
。

注
④
史
記
志
疑
（
倦
十
六
）
に
「
附
案
、
漢
書
武
紀
・
水
細
注
言
、
元
鼎
元

　
　

年
先
己
得
鼎
扮
陰
、
此
元
鼎
四
年
鴬
重
得
之
、
然
封
廊
書
・
郊
祀

　
　

志
皆
不
載
元
年
得
鼎
事
、
必
是
誤
出
、
涌
鑑
孜
異
辨
之
矣
。
」
漢
書

　
　

注
校
補
（
巷
三
）
に
は
、
「
案
。
（
元
鼎
元
年
）
、
得
鼎
扮
水
上
五
字
。
班

　
　

氏
因
改
元
元
鼎
、
誤
１
　
之
、
賞
行
文
也
、
得
鼎
本
在
（
元
鼎
）
四
年
」

　
　

と
言
っ
て
ゐ
ゐ
。

　
　
　

私
に
元
鼎
元
年
と
元
鼎
四
年
と
二
回
鼎
尽
得
た
こ
と
を
共
に
疑

　
　

は
な
い
。
私
は
史
料
を
な
ろ
べ
く
そ
の
ま
と

　
　

に
解
霖
し
て
行
く
立
場
を
取
ろ
。
元
年
に
得
た
の
は
鼎
で
あ
っ
て

　
　

四
年
に
得
た
の
は
賓
鼎
で
あ
る
。
而
し
て
元
鼎
の
年
銃
は
賓
鼎
を

　
　

記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
の
で
、
史
記
封
輝
書
に
「
有
司
言
、
蜜
鼎

　
　

出
篤
元
鼎
。
」
と
あ
ろ
の
は
こ
れ
で
め
ろ
。

注
④
狩
野
直
喜
博
士
「
五
行
の
排
列
と
五
帝
徳
に
就
い
て
」
（
東
方
學

　
　

報
京
都
第
五
珊
）

追
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